
　

成
立
ま
で
の
大
き
な
議
論
で
あ
っ
た
、
病

院
や
学
校
で
の
虐
待
行
為
の
通
報
義
務
に
つ

い
て
は
、
対
象
外
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

代
わ
り
、
病
院
の
管
理
者
や
学
校
長
に
虐
待

防
止
策
を
探
る
事
を
義
務
つ
け
て
い
ま
す
の

で
、
評
価
は
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

通
報
等
の
対
象
窓
口
と
し
て
、
全
自
治
体

に
家
族
の
相
談
や
、
支
援
に
あ
た
る
「
市
町

村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
と
、
関
係

機
関
の
調
整
も
行
う
「
都
道
府
県
障
害
者
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
を
置
き
、
国
と
自
治
体

は
、
虐
待
を
受
け
た
障
害
者
の
自
立
を
支
援

す
る
他
、
市
町
村
は
、
専
門
的
な
職
員
の
確

保
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
内

で
の
虐
待
に
も
通
報
を
受
け
た
ら
、
家
族
の

許
可
が
無
く
て
も
強
制
的
立
ち
入
り
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
各
地
で
虐
待
の
事
例
が
発
生

す
る
た
び
に
、「
ど
う
し
て
！
」
と
歯
が
ゆ
い

思
い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
障
害
者
虐
待
防

止
法
が
出
来
た
事
で
、
不
幸
な
虐
待
行
為
へ

の
抑
止
力
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
大

き
な
前
進
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
法
律
等
が
無
く
て

も
、
障
害
の
あ
る
人
が
、
人
と
し
て
の
尊
厳

が
守
ら
れ
、
普
通
に
人
と
し
て
、
生
き
て
い

け
る
社
会
に
な
る
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
県
サ
ポ
ー
ト
協
会
と
し
て
、
各

支
部
に
研
修
活
動
や
会
員
親
睦
会
へ
の
助
成

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
各
支
部
行
事
へ
の
ご

参
加
を
し
て
頂
き
、
同
じ
ハ
ン
デ
ィ
あ
る
子

の
親
と
し
て
家
族
と
し
て
の
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
4
ヶ
月
が
経
過
し
た
今
も
、
復
興
計
画

も
確
立
し
て
い
な
い
状
況
の
中
で
の
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
多
く
の
知
的
に
ハ
ン
デ
ィ

の
あ
る
方
と
ご
家
族
及
び
関
係
者
の
皆
様
の

ご
苦
労
を
思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

　

6
月
3
日
の
全
国
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
総
会

で
は
、
東
北
3
県
（
福
島
県
、
宮
城
県
、
岩

手
県
）
の
関
係
の
方
か
ら
、
現
状
の
報
告
を

頂
き
ま
し
た
。
被
災
地
か
ら
遠
く
は
な
れ
た

地
に
居
る
私
達
に
も
、
応
援
で
き
る
方
法
が

あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
息
の

長
い
応
援
を
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

●
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
6
月
14
日
の
衆
議
院
本
会
議
と
17
日

の
参
議
院
本
会
議
で
、
念
願
で
あ
っ
た
「
障

害
者
虐
待
防
止
法
」
が
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
知
的
障
害
児
者
の
親
の
会
（
当
事

者
団
体
）
の
、
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

で
は
、
法
案
の
制
定
に
向
け
て
長
年
要
望
活

動
を
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
や
っ
と
、
児
童

虐
待
防
止
法
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法
に
続
い

て
、障
害
者
虐
待
防
止
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

本
法
の
、
虐
待
の
定
義
は
、「
身
体
的
虐

待
」「
性
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」「
ネ
グ
レ

ク
ト
」「
経
済
的
虐
待
」
で
す
。
そ
し
て
、
障

害
者
虐
待
と
は
、
養
護
者
に
よ
る
虐
待
、
障

害
者
福
祉
施
設
等
の
従
事
者
に
よ
る
虐
待
、

障
害
者
雇
用
使
用
者
に
よ
る
虐
待
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
虐
待
防
止
義
務
と
発
見
時
の
通
報
義

務
を
課
し
て
い
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
学
習
会
の
開
催

小
原
　
冷
子

　

今
年
度
も
、
特
別
支
援
学
校
の
保
護
者
を

対
象
に
、
県
下
4
ヵ
所
で
障
害
基
礎
年
金

学
習
会
を
県
育
成
会
と
共
済
で
開
催
し
ま

す
。
第
1
回
目
は
、
7
月
13
日
に
西
は
り
ま

特
別
支
援
学
校
・
赤
穂
特
別
支
援
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
障
害
基
礎
年
金
の
基
礎
か
ら
の
学

習
会
と
あ
っ
て
、
90
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
年
金

の
話
は
初
め

て
の
方
も
多

く
、「
と
て

も
良
い
学
習

会
で
し
た
」

と
言
っ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
最
初
の

第
一
歩
と
し

て
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ん

が
障
害
基
礎

年
金
に
関
心

を
示
さ
れ
、
質
疑
応
答
も
活
発
で
と
て
も
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
平
成
23
年
9
月

12
日
「
県
立
北
播
磨
特
別
支
援
学
校
」、9
月

14
日
「
県
立
芦
屋
特
別
支
援
学
校
」、
9
月

22
日
「
県
立
高
等
特
別
支
援
学
校
」
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
障
害
基
礎
年
金
学
習
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
最
初
の
申
請
の
際
に
、
ス

ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
出
来
ま
す
よ
う
に
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

理
事
長
　
松
井
　
美
弥
子

知
的
障
害
児
者
が
、人
と
し
て
普
通
に
生
き
て
い
け
る

社
会
を
目
指
し
て

西はりま特別支援学校　障害基礎年金学習会
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地域生活支援助成金事業実施計画一覧表

◦収入の部	
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

会 費 収 入
小　　　　　計 51,000,000 55,126,860

預 り 保 険 料 44,430,000 48,001,210
制 度 運 営 費 6,570,000 7,125,650

雑 収 入
小　　　　　計 10,000 991

受 取 利 息 10,000 412
雑 収 入 0 579

預 り 金 小　　　　　計 0 0
前 期 繰 越 金 2,463,203 2,463,203
収 入 合 計 額 53,473,203 57,591,054

◦支出の部	
科　　　　　　　目 予　算　額 決　算　額

管 理 費 49,440,000 52,840,438

事 業 費

相 談 支 援 事 業 400,000 400,000
地 域 生 活 事 業 1,700,000 1,416,054
就 労 支 援 事 業 150,000 80,000
権 利 擁 護 事 業 300,000 114,173

固 定 資 産 取 得 支 出 什 器 備 品 購 入 支 出 0 0
予 備 費 予 備 費 300,000 389,025
支 出 合 計 額 52,290,000 55,239,690
当 期 収 支 差 額 1,183,203 2,351,364
次 期 繰 越 額 1,183,203 2,351,364

平成22年度　収 支 決 算 書
（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

№ 支　　　　部 実施予定日 実施予定会場 参加予定人数
1 尼 崎 市 支 部 9月12日 尼崎商工会議所 40名
2 西 宮 市 支 部 9/16・11/10・1/12 西宮市総合福祉センター 総数200名
3 芦 屋 市 支 部 Ｈ.24年3月17日 六甲ボウル 30名
4 伊 丹 市 支 部 9月10日 八幡光雲堂他 50名
5 宝 塚 市 支 部 10月15日 春日農園 80名
6 川 西 市 支 部 11月23日 ラウンドワン川西店 40名
7 三 田 市 支 部 Ｈ.24年2月26日 スーパーボウル三田 50名
8 猪 名 川 町 支 部 Ｈ.24年1月21日 猪名川町総合福祉センター 50名
9 明 石 支 部 9月頃 明石グリーンヒルホテル 40名
10 加 古 川 市 支 部 12月23日 志摩スペイン村 50名
11 高 砂 市 支 部 10月22日 水木しげる記念館 60名
12 東 播 磨 支 部 11月12日 天橋立ビューランド 45名
13 西 脇 市 支 部 12月3日 神戸・大阪方面 50名
14 三 木 市 支 部 8月27日 メゾン・ド・リヴァージュ 80名
15 小 野 市 支 部 11月5日 兵庫県広域防災センター 50名
16 加 西 市 支 部 9月25日 グリーンエコー笠形 60名
17 加 東 市 支 部 9月中下旬 加東市 市役所多目的リクレーション室 50名
18 姫 路 支 部 9月23日 山陽　世界遺産　「宮島」 70名

19 中 播 磨 支 部 8・10・12・2・3月 1回市川町保健センター/2・5回神河町保健センター/3回ゆうかり作業所/
4回たかはしサポートセンター 各回30名

20 相 生 市 支 部 10月22日 兵庫県立こうのとりの里公園・道の駅「朝来」 60名
21 た つ の 市 支 部 12月4日 龍野東中学校家庭科室 50名
22 赤 穂 市 支 部 8月28日 赤穂市　塩屋公民館 40名
23 豊 岡 市 支 部 7/23・8/6・8/20 もみじ家 60名
24 美 方 郡 支 部 8月26日 香住町　香住B＆G海洋センター 100名
25 養 父 市 支 部 7月23日 八鹿老人福祉センター 30名
26 丹 波 市 支 部 12月18日 丹波市立氷上住民センター 100名
27 篠 山 市 支 部 9月18日 社福）まいづる福祉会　ほのぼの屋 15名
28 洲 本 市 支 部 7月28日 海遊館・ららぽーと甲子園 50名
29 淡 路 市 支 部 10月8日 NEWレオマワールド 20名
30 南あわじ市支部 11月13日 海遊館 50名
31 神 戸 市 支 部 9月29・30日 社福）むそう視察研修 50名
※詳細につきましては、各支部代議員にお問合せください。
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一般社団法人	兵庫県知的障害児者生活サポート協会　第二期役員紹介

※保険のお問合せ　フリーダイヤル　0120-177-294
※保険以外のお問合せは上記各支部まで　　　　　　

役　　　員 選　　　　　　　　　出 氏　　名
理 事 長 中 央 推 薦 兵庫県知的障害児者生活サポート協会 松井美弥子
副 理 事 長 中 央 推 薦 兵庫県知的障害児者生活サポート協会 塚本　壽子
副 理 事 長 中 央 推 薦 兵庫県手をつなぐ育成会 小原　冷子
理 事 中 央 推 薦 兵庫県知的障害者施設協会 岡本　　征
理 事 中 央 推 薦 兵庫県知的障害者施設協会 宮下　　哲
理 事 中 央 推 薦 兵庫県社会福祉協議会 馬場　正一
理 事 阪 神 南 山本加津美
理 事 阪 神 北 岸　　章子
理 事 東 播 磨 四方　成之
理 事 北 播 磨 垣内　　努
理 事 中 播 磨 島田　博子
理 事 西 播 磨 矢野　一隆
理 事 但 馬 中井佳与子
理 事 丹 波 細見　頼子
理 事 淡 路 矢野　昌子
理 事 神 戸 多田　清子
監 事 野嶋　納美
監 事 妹尾　昭吾

役員 地　区 支　　　　　部 〒 住　　　　　　　　　所 TEL FAX 氏　　名

代			

　
　
　
　
　
　
　
議			

　
　
　
　
　
　
　
員

阪 神 南
尼 崎 市 支 部 660-0893 尼崎市西難波町2-3-10 06-6419-3897 06-6419-3899 井上三枝子
西 宮 市 支 部 663-8241 西宮市津門大塚町1-47　ジョイントビル1階 0798-33-7713 0798-33-7743 山本加津美
芦 屋 市 支 部 659-8501 芦屋市精道町7-6　 芦屋市福祉事務所内 0797-38-2043 0797-23-1006 朝倉　己作

阪 神 北

伊 丹 市 支 部 664-0015 伊丹市昆陽池2-10　障害者福祉センター内 072-770-5410 072-770-5610 岸　　章子
宝 塚 市 支 部 665-0825 宝塚市安倉西4-1-7 0797-86-9883 0797-86-9299 安村　眞紀
川 西 市 支 部 666-0013 川西市美園町12-11 072-755-1273 072-755-0260 三木　貴子
三 田 市 支 部 669-1506 三田市志手原1323-3 079-563-2933 同　左 古田　弘子
猪 名 川 町 支 部 666-0236 川辺郡猪名川町北田原字南山14-2　猪名川町社会福祉協議会内 072-766-2592 072-766-0900 奥西　早苗

東 播 磨

明 石 支 部 674-0051 明石市大久保町大窪2752-1　大地の家内 078-934-1212 078-934-8952 四方　成之
加 古 川 市 支 部 675-8577 加古川市加古川町寺家町177-12　加古川市総合福祉会館内 079-422-8899 同　左 米田　秀子
高 砂 市 支 部 676-0824 高砂市阿弥陀町南池520　育成寮内 079-448-0941 次橋由紀子
東 播 磨 支 部 675-0158 加古郡播磨町北野添1-2-59 078-943-0597 同　左 假屋　京子

北 播 磨

西 脇 市 支 部 677-0025 西脇市大野175　ワークホームタンポポ内 0795-22-8149 同　左 岡本　英子
三 木 市 支 部 673-0743 三木市口吉川町桾原150 0794-88-2330 同　左 湯澤　秀秋
小 野 市 支 部 675-1378 小野市王子町801　小野市社会福祉協議会内 0794-63-2575 0794-63-5191 土肥　　修
加 西 市 支 部 675-2302 加西市北条町栗田66-1 0790-43-3870 同　左 森下　幸則
加 東 市 支 部 673-1431 加東市社26　 0795-42-2006 0795-42-9039 垣内　　努
多 可 町 支 部 679-1133 多可郡多可町中区糀屋434-11 0795-32-3425 0795-32-4162 吉崎　敏郎

中 播 磨
姫 路 支 部 670-0955 姫路市安田3-1　姫路市自治福祉会館内 079-285-4810 079-285-4822 島田　博子
中 播 磨 支 部 679-2311 神崎郡市川町上田中194-2 0790-26-0855 050-1199-0454 秋山　友世

西 播 磨

相 生 市 支 部 678-0031 相生市旭1-6-28　総合福祉会館内 0791-22-7167 0791-23-4596 田中　文江
た つ の 市 支 部 679-4192 たつの市龍野町富永1005-1 0791-64-3204 0791-63-0863 矢野　一隆
赤 穂 市 支 部 678-0292 赤穂市加里屋81　赤穂市役所内 0791-43-6833 0791-45-3396 上山　栄恵
西 播 磨 支 部 679-4167 たつの市龍野町富永1311-3　龍野健康福祉事務所　生活福祉課 0791-63-5138 0791-63-9225 藤田　敏子
宍 粟 市 支 部 671-2515 宍粟市山崎町五十波390-1　地域活動支援センター さつき作業訓練所内 0790-62-8444 同　左 永峰　栄次

但　 馬

豊 岡 市 支 部 668-0053 豊岡市九日市中町75 0796-24-3660 0796-22-5255 中井佳与子
美 方 郡 支 部 669-6747 美方郡新温泉町三谷389-1　新温泉健康福祉事務所内 0796-82-3161 0796-82-3289 田野　哲夫
養 父 市 支 部 667-0021 養父市八鹿町八鹿1675　八鹿老人福祉センター内 079-662-7477 同　左 松下　講平
朝 来 市 支 部 669-5152 朝来市山東町楽音寺118 079-676-5215 079-676-4665 藤本義性

丹　 波
丹 波 市 支 部 669-3602 丹波市氷上町常楽209-1 丹波市社会福祉協議会内 0795-82-4631 0795-82-4519 上田棟次郎
篠 山 市 支 部 669-2205 篠山市網掛301　篠山市社会福祉協議会内 079-590-1112 079-590-1123 細見　頼子

淡　 路
洲 本 市 支 部 656-0011 洲本市炬口2-9-11　子育て支援センター内 0799-22-0209 同　左 矢野　昌子
淡 路 市 支 部 656-2292 淡路市生穂新島8　淡路市健康福祉部社会福祉課内 0799-64-2510 0799-64-2529 矢田むつ子
南 あ わ じ 市 支 部 656-0192 南あわじ市広田広田1064　南あわじ市福祉課内 0799-44-3002 0799-44-3032 後藤　直子

神　 戸 神 戸 市 支 部 653-0014 神戸市長田区御蔵通4-205-2　育成会会館1F 078-515-5242 078-515-5244 髙森　眞弓
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Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
に
加
入
し
て

三
田
市
　
仲
西
　
美
知
子

　

障
害
が
あ
る
し
、
加
入
出
来
る
保
険
が

な
い
・
・
・
と
諦
め
て
い
た
時
、
Ａ
Ｉ
Ｕ

保
険
の
こ
と
を
し
り
、
す
ぐ
に
加
入
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
は
26
歳
、
重
度
重
複
の
障
害
で

常
時
車
椅
子
の
生
活
、
日
常
生
活
全
般
に

介
助
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

昨
年
の
春
、
車
椅
子
か
ら
自
家
用
車
へ

の
移
乗
の
際
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
子
ど

も
を
抱
え
た
ま
ま
転
倒
し
、
前
歯
2
本
が

抜
け
飛
び
・
・
・
す
ご
い
出
血
で
し
た
。

す
ぐ
に
口
腔
外
科
で
処
理
を
し
て
も
ら

い
、
通
院
で
治
療
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

完
治
ま
で
3
ヶ
月
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た

が
、
通
院
回
数
は
3
回
で
し
た
。
通
院
回

数
も
少
な
い
し
、
病
院
の
証
明
書
な
ど
保

険
の
手
続
き
の
方
が
面
倒
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
書
類
の
記
入
の
み
で

簡
単
で
し
た
の
で
、
手
続
き
し
ま
し
た
。

　

保
険
は
加
入
す
る
の
は
簡
単
・
・
・
で

も
、
い
ざ
必
要
な
時
は
手
続
き
が
面
倒
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
の
保

険
は
と
て
も
簡
単
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
入
院
補
償
も
あ
り
、
と
て
も
心

強
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら

も
、
健
康
で
元
気

に
過
ご
せ
る
お
守

り
と
し
て
、
こ
の

保
険
を
継
続
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　入院保険金　　3,000円×30＝ 90,000円
　ケガによる手術 30,000円
　　　　　　　　　　　合計	 120,000円

平成23年7月1日　現在加入者3,521名
会員拡大に取り組みましょう!!

入院給付金

入院給付金

入院給付金

入院給付金

入院給付金

ケガ入院・手術保険金

　《対象日数》14日－免責3日＝11日
　付添介護保険金　　8,000円×11＝ 88,000円
　入 院 諸 費 用　　1,000円×11＝ 11,000円
　入 院 一 時 金 5,000円
　保険金合計　　104,000円

◆てんかん発作で14日間入院し、毎日施設の
職員が付き添った。

◆インフルエンザで一週間入院。お母さんが毎
日付き添い、病室は個室だった。

　《対象日数》10日－免責３日＝７日
　付添介護保険金　　8,000円×7＝ 56,000円
　入 院 諸 費 用　　1,000円×7＝ 7,000円
　入 院 一 時 金 5,000円
　　　　　　　　　保険金合計	 68,000円

保険金合計　449,000円

　《対象日数》30日－免責3日＝27日
　付添介護保険金　　8,000円×27＝ 216,000円
　差額ベッド費用　　3,000円×27＝ 81,000円
　入 院 諸 費 用　　1,000円×27＝ 27,000円
　入 院 一 時 金 5,000円
　　　　　　　　　入院給付金合計	 329,000円

　《対象日数》7日－免責3日＝4日
　付添介護保険金　　8,000円×4＝ 32,000円
　差額ベッド費用　　3,000円×4＝ 12,000円
　入 院 諸 費 用　　1,000円×4＝ 4,000円
　入 院 一 時 金 5,000円
　　　　　　　　　　保険金合計	 53,000円

　《対象日数》20日－免責3日＝17日
　入 院 諸 費 用　　1,000円×17＝ 17,000円
　入 院 一 時 金 5,000円
　保険金合計　　22,000円

◆腸閉塞で10日間入院した。付き添いはヘル
パーを頼んだ。

◆トイレで転んで大腿骨を骨折。30日間個室に入院、付添い業者を頼んだ。

◆薬の調整のため、20日間入院した。

■給付金支払い例 ※お支払いにつきましては、ご入院の状況により異なります。
　ご入院の際には事務局にお問い合わせください。
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